
<研究の概要> 

日本列島の歴史において、もっとも大きな変革のひとつであっ
た、縄文時代から弥生時代への変化についておもに研究して
います。 

 縄文時代晩期に、すでにイネ・アワなどの栽培が開始されて
いたことを、縄文土器の表面に残された圧痕を調べることで、
徳島県内の遺跡でも確認することができました（下の写真）。
研究室の発掘調査では、当該期の遺跡を発掘することにより、
当時の集落がどのような景観をしていたのか検討しています。 

 徳島県内では、縄文・弥生両時代において、結晶片岩製の
石器（儀礼用の石棒、加工用の磨製石斧）が生産されていた
ことがわかっています。その分布域が、近畿地方から中四国
地方一帯に広がっていたことがわかってきました。徳島県産の
結晶片岩が広い地域で必要とされていたことや、縄文時代か
ら弥生時代にかけての交易がどのようなものであったのかを
明らかにしてきました。 

 今後も徳島地域をフィールドに上記研究を継続していきます。 
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縄文・弥生時代の遺跡からみた地域社会の起源 
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